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論　　文　　の　　要　　旨

　位相空間におけるコンパクトな連結集合、いわゆる連続体はヨ距離空間においては多くの位相的

な様相と幾何学的な様相を合わせ持つ。これについてはユ950年代から60年代前半にかけてのW胴er，

K岨atowski，Sier凶ski，Bi㎎等の研究があり、これらによりいわゆる連続体論の基礎が構築され

た。連続体は更により小さい2個の連続体の和に表わされる分割可能な運続体とヨそれがもはや不

可能である分割不能な連続体とに分類される。これらの連続体は上記の一連の研究で様々な角度か

ら論ぜられラその後の連続体論全般において基本にして重要な概念とされている。

　本論文では実数空問RのSt㎝e－6ech剰余R＊＝βR－Rにおける連続体を主要な研究対象として

いる。R＊は距離の構造を持たない代表的な空間であるがヨー般にこのような空問においてはヨ連続

体は必然的に幾何学的な様相が失われ，同時に位相的な様相も難解となる。実際雪連続体の構成ヲ

その存在等々個々の具体的な空間においてすら同様である。本論文で論じられているR＊に関して

は雪1971年のBe11amyによる研究から始まる。一般に、R＊は2個の相互に同相な連結成分β

［0雪十・・）一［O雪十・・）及びβ（一∞ヨO］一（一○・吾0コの直和となることカ）らヨR＊における連

続体は本質的にβ［Oヨ十・・）一［O。十・・）における連続体と考えられる。Be11amyはβ［O雪十・・）一

［O里十・・）自身分割不能な連続体であることを証明した。その後Bmwner，DOuwenにより2次元

以上のユークリッド空間RnにっいてβRLRηは位相的に異なる2c個の連続体を含むことが証明さ

れ曹R＊についてもSmithによって雪連続体仮設CHの下で同様な結果が証明された。また雪一般に連

続体ではその連結性を本質的に示す切断点の存在が重要である。これについてBa1dwirS㎜ithは事

CHの仮定の下でβ［O雪十・・）一［Oヲ十○・）の自明でない単純点は切断点となることを証明した。こ
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れらはいずれもR＊の連続体論に関する本格的な研究であるが、本研究はこれらの研究から生じた本

質的な問題をことごとく解決しているものである。

　本論文は，先ずMioduszewskiによるR＊における1ayerの概念を考察することから始まる。そこで

は1ayerの取り扱いが不鮮明であったが，本論文ではラそれが集合論と本質的に関連することに着目

し1ayerを明確に規定した。これにより全ての1ayerは分割不能な連続体であることを証明し，

Mioduszewskiの提起した問題を肯定的に解決した。これをもとにヨ更に本論文では集合論における

モデル理論の手法を導入し，Coh㎝実数を付帯したモデルを構成することにより官そこでのR＊の位

相同型でない2c個の連続体の存在を証明した。この成果は害これらの存在と集合論の公理と独立性

に関するSmithの問題を肯定的に解決している。更にヨ本研究では集合論の手法を駆使し，R＊の分

割可能な連続体について一つの表現定理を証明しヨR＊の連続体を体系的に論じることに成功してい

る。これにより先ずβ［0。十○○）一［0。十○○）の遠隔点は全て切断点にならないことをCHの仮定

をせずに証明しラ上記のBa1dwin－Smithの結果に関する彼らの問題に対し否定解を与えた。次いで

本研究では通常の集合論の範囲で。β［O，十∞）一［O，十∞）にSmithがこれまでに構成している連

続体とは異なった新しい位相型の運続体を見いだしラ本研究のアイデアの独自性の実証に成功して

いる。

審　　査　　の　　要　　旨

　距離の構造を持たない空問での連続体はラ極めて難解な対象とされこれまで有効な考察の手段が

見出せない状態であったがヨ本研究ではモデル理論や集合論の手法を駆使し優れた研究成果を得る

ことに成功した。この手法は今後この方面の研究の発展に十分寄与すると思われ，上記の成果とと

もに高い評価を与えるものである。

　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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